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川崎市生涯学習プラザ

（中原区今井南町28-41）

JR南武線武蔵小杉駅 西口より徒歩12分 、
東急東横線武蔵小杉駅 南口より徒歩10分

午後 2時～4時

武田 真幸 氏

30名

定員超過は抽選（市内在住者を優先）

令和８年９月１日（火）～
１０月１日（木）まで（必着）

令和８年１０月２日（金） 発送予定

◆郵送（往復はがき）
  「住所 ・ 氏名（ふりがな） ・ 電話番
号」を記入し下記「申し込み」へ

◆直接窓口
公文書館１F受付
（返信用８５円普通はがき持参）

◆市HP LoGoフォーム

中級

（立川市文化スポーツ部市史編さん室職員）

【申し込み・問い合わせ先】

川崎市公文書館 ［月曜・祝日休館］
開館時間 ８時３０分～１７時

（月曜が祝日の場合は翌日も休館） 

〒211-0051
 川崎市中原区宮内４-１-１

「中級古文書講座」係
電話 ０４４-７３３-３９３３

申込期間

11/10

第１回

土

2,500円 （テキスト代を含む）

18/10

第２回

土

25/10

第３回

土

時 間

川
崎
と
米

中級

江戸時代後期では、貨幣経済が農村にも浸透し、農業以外にも様々な仕事を行
うようになりました。
炭焼きや紙漉きなどの日常生活で必要なものを中心に仕事としていく中で、江
戸の周辺では水車による精米・製粉業が盛んに行われました。本講座では、王
禅寺村の名主だった志村家の古文書の中から、江戸周辺の水車稼ぎと江戸の職
人たちとの関係性について読み解いていきます。

江戸時代後期、農村では貨幣経済の浸透により、農業に限らず生活需要
に応える多様な職業が展開します。
本講座では、王禅寺村の名主志村家に残された古文書から、川崎など江
戸周辺での「水車」を利用した「精米・製粉業」に注目し、彼ら水車稼
ぎと江戸の職人との関係性について読み解いていきます。
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17/10

第１回

土

24/10

第２回

土

31/10

第３回

土

講 師

301会議室

申込方法

定 員

抽選結果
（埼玉県歴史と民俗の博物館学芸員）

※いずれかの方法でお申し込み
※切手代にご注意ください。

※結果の通知がない場合には下記までご連絡ください。

※全日程受講が可能な方

お申し込みは

こちら！
会 場

受講料
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